
9  :00-09:05    開会の辞 
 
9  :05-09:55    鹿児島方言における言語変化：韻律体系と音節の時間制御の                神谷祥之介･石橋頌仁･ 
                          観点から                                                                                                                 竹安大     

9  :55-10:45    東京方言・秋田方言の韻律における自然下降の比較                                 木元めぐみ･Aaron ALBIN 

                
10:55-11:45    昔話資料を用いた秋田県方言オノマトペの形態的分析                      工藤真子 

               
11:45-12:35    時間表現にみる事態認識と文法的発想の地域差                              津田智史 

 

【研究発表】 

午前の部9:00～12:35 

午後の部13:35～17:35 

【第110回研究発表質疑応答】 

13:35-13:55  方言小説における方言使用の実態と特徴                              ラマダニ・アッニサ・ 

           ―井上ひさし『青葉繁れる』について―                       リズカ 

13:55-14:15   弁別機能を持たない二型アクセント：鹿児島県大隅半島内之浦方言   髙城隆一 

14:15-14:35   長崎県佐世保市宇久町平方言における「進行」の/-wor-/の語形変化  門屋飛央 

14:35-14:55   南琉球竹富町黒島方言の「差し上げる」と補助動詞「～なさる」              荻野千砂子                

【シンポジウム  感動詞の世界】 

15:05-15:15   趣 旨 説 明                                                                           友定賢治 

15:15-15:35   感動詞の体系                                                             有元光彦 

15:35-15:55   感動詞の運用─ナラティブにおける富山方言のナン類─              小西いずみ 

15:55-16:15   感動詞の分布と歴史                                                                  小林隆 

16:15-16:35   感動詞の調査法と資料                                                   澤村美幸 

16:45-17:25   ディスカッション 

 
17:25-17:35 閉会の辞 

17:55-18:55    オンライン懇親会 

日時：2020年10月23日(金) 
場所：オンライン(zoom会議システム) 

日本方言研究会 
第111回研究発表会 

 ［共催］日本語学会・日本近代語研究会 

［お問い合わせ先］日本方言研究会事務局  E-mail：hougen-jim@e-mail.jp  http://dialectology-jp.org 


